

















The purpose of many foreign students at Shobi university is to pass the Japanese Lan-
guage Proficiency Test(JLPT), level N1.  But it is difficult for them to be successful. So I
began to give a lesson of JLPT 4 days a week, 15minutes during lunch time. I named it
“Petit Lesson”. Attendance is voluntary. A student may attend as often as he/she wishes.

























































































































合格者 17名の平均点は言語知識 36.1点／ 60




























































































































































































































ness Japanese Proficiency Test）、JSSTアルクの
電話による日本語会話試験（Japanese Stan-
dard Speaking Test）を受ける学生もいる。15
分のレッスンに10回参加して、総時間2時間
半である。これだけでN1に合格することは
難しいにしろ、同じくレッスンに来る学生と
国は違えど、良い関係を築いている学生、勉
強を楽しんでいる学生も多い。受講回数の多
い学生は大切なポイントを押さえ、普段あま
り使わない無機質な機能語を楽しむ余裕さえ
出てくる。
おわりに
今回データをまとめてみて、せっかく学習
支援室に足を運び、勉強しようという意欲を
見せる学生でも 65％が 10回も出席していな
いことがわかった。一方、JLPTのN1に合格
するまで、あるいは合格への手ごたえを感じ
るまで通ってくる学生もいる。また、参加者
は 1年生が多い。4年生が来たものの、自分
よりできる1年生がいると、気後れして来な
くなる学生や、いわゆる常連の学生同士が楽
しそうにしている中で、おとなしい学生が来
なくなるというケースもあるが、時間的な自
由さという面で足を運ぶ学生が多い。問題集
などの図書をさらに増やし、学生のさらなる
積極的な取り組みを応援していきたい。
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